
9
月
号

　
　三原市中央公民館
　三原市円一町２丁目３番１号
　講座の申込先　中央公民館生涯学習課
　ＴＥＬ　０８４８－６４－２１３７

　
  　チャイルドタッチケア（２歳児）
 
　　日程　　　９月１３日(金）
　　場所　　　和室（3F）
　　時間　　　１０：００～１１：００
　　定員　　　１０組
　　対象　　　２歳児とその保護者
　　参加費　　３００円
　　締切り　　９月１０日（火）

　 新しい風・生涯学習

　　家庭で作れるやさしい料理
　
　 　　日程　　　９月１１日（水）
  　　場所　　　調理室（３F）
 　 　時間　　　１０：００～１３：００
  　　定員　　　１６人
　　　対象　　　大人
  　　参加費　　６００円
  　　締切り　　９月９日（月）

 
　チャイルドタッチケア（１歳児）
 
　　日程　　　９月１２日(木）
　　場所　　　和室（３F）
　　時間　　　１０：００～１１：００
　　定員　　　１０組
　　対象　　　１歳児とその保護者
　　参加費　　３００円
　　締切り　　９月１０日（火）

　　　　　　　　　　１０月の体験講座紹介
①初めての茶道教室
②ベビーマッサージ（２～５ヶ月）
③ベビーマッサージ（６～１１ケ月）
④イタリアン料理
⑤グラスアート入門（さざなみ学校）
　

　残暑お見舞い申し上げます。
　異常とも思える今年の夏の暑さを、皆さんどのように乗り切ってこられましたか？｢焼肉をよく食べに行った｣という人｢クーラーを
つけて家で静かに過ごした｣という人｢海に泳ぎに行かずにいられなかった｣という人、夏対策はさまざまですが、｢暑くても、夏休
み子ども講座だけははずせないです。｣といわれた方もおられました。中公で開催した２つの子ども講座の模様を紹介します。
子ども達は暑さを忘れてねんど細工に　ロボット作りに夢中でチヤレンジしていました。完成後は　｢宿題が１つ出来て安心で
す！｣という親の言葉が印象的でした。（夏休みもついに終わりましたね。）素敵な思い出がいっぱい出来たことでしょう。
また来年、中公で楽しい思い出の１ページが出来ることを願っています。来年も皆さんの来館を楽しみにしていま～す！！

　
　　クラフトテープでかご作り
　
　日程　　 ９月２０日（金）
  場所　　　資料室（２F)
  時間　　　９：３０～１１：３０
  定員　　　１５人
　対象　　　大人
  参加費　　６００円
  締切り　　９月１３日（金）

　
　　　　　　笑いヨガ
　

 　日程　　　　９月２５日（水）
  　場所　　　大講堂（１F）
  　時間　　　１０：００～１１：３０
  　定員　　　３０人
　　対象　　　大人
  　参加費　　１００円
  　締切り　　　９月２０日（金）

　　　　　刃物の復活
  (包丁・ハサミなどの砥ぎ講習 )
　
　日程　　　９月１９日（木）
  場所　　　調理室（３F）
  時間　　　１０：００～１１：３０
  定員　　　１２人
　対象　　　大人
  参加費　　１００円
  締切り　　９月１３日（金）
　

 　　　　　　　　　親子科学工作
　　　（マイロボットを作ろう）

　　親子で作ろう紙ねんど細工
　　　　　　（　僕の私のティッシュボックス）



  

「
海
・山
・空
」 

夢
ひ
ら
く
ま
ち 

    
 

幸
崎
町
【さ
い
ざ
き
ち
ょ
う
】  

「
佐
江
崎
村
」
か
ら
幸
崎
町
に
！ 

八
幡
さ
ん
は
「
才
碕
」
？ 

 

幸
崎
町
は
、
能
地
・
久
和
喜
・
渡
瀬
の
地

域
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
前
は
「
佐
江

崎
村
」
で
し
た
。
昭
和
四
年
（
１
９
２
９
）
か
ら

昭
和
三
十
一
年
（
１
９
５
６
）
の
間
は
豊
田
郡

幸
崎
町
に
な
り
、
同
三
十
一
年
（
１
９
５
６
）

９
月
に
三
原
市
幸
崎
町
と
な
り
ま
し
た
。
幸

崎
神
社
は
、
古
く
は
才
崎
八
幡
宮
、
佐
江
崎

八
幡
宮
と
も
い
わ
れ
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
は

「
八
幡
さ
ん
」
と
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

常
盤
神
社
は
「
浜
の
荒
神
さ
ん
」
と
し
て
崇

拝
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
三
月
の
第
四
土

曜
・
日
曜
の
春
祭
り
に
は
「
だ
ん
じ
り
」
の
練

り
合
い
や
獅
子
太
鼓
の
奉
納
祭
り
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
有
数
の
金
工
家
、
清
水

南
山
（
１
８
７
５
～
１
９
４
８
）
は
、
金
属
に
た

が
ね
等
で
彫
刻
を
す
る
彫
金
家
で
多
く
の

作
品
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
能
地
に
あ
る
南

山
資
料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  
  

 

 
 

須
波
町
【す
な
み
ち
ょ
う
】 

｢

洲
並｣

｢

須
並｣

｢

角
南｣

か
ら
須
波
に
！ 

桜
が
あ
る
山
が
筆
影
山
！
テ
レ
ビ
塔
の
山
が
竜
王
山 

古
文
書
に
よ
る
と
、
年
代
で
「
洲
並
」
「
須
並
」

「
角
南
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
「
須
波
」
と

書
き
始
め
ら
れ
た
時
期
は
定
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
須
波
港
の
波
止
は
三
百
三
十
年
前
に
、

楢
崎
正
員
が
東
風
が
強
い
の
を
み
か
ね
て
、
私

財
を
投
じ
て
築
き
海
運
の
便
を
図
り
ま
し
た
。

正
員
の
百
回
忌
に
あ
た
る
寛
政
七
年
（
１
７
９

５
）
に
須
波
屋
敷
跡
に
石
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
、
県
史
跡
の
指
定
で
地
元
の
人

が
大
切
に
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
須
波
駅
は
昭

和
五
年
（
１
９
３
０
）
に
開
通
し
、
昭
和
十
年(

１

９
３
５)
に
は
呉
ま
で
開
通
し
、
三
呉
線
の
名
称

に
。
広
島
駅
ま
で
全
線
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ

り
呉
線
と
な
り
ま
し
た
。
須
波
ハ
イ
ツ
は
昭
和

四
十
八
年
（
１
９
７
３
）
か
ら
昭
和
六
十
年
（
１
９

８
５
）
十
二
年
の
歳
月
を
か
け
面
積
は
５
４
．
４

ｈ
ａ
、
戸
数
８
８
０
戸
の
団
地
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

筆
影
山
は
、
ふ
で
か
け
や
ま
？
・
ひ
つ
え
い
ざ

ん
？
ど
ち
ら
で
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か
。
ど
ち

ら
も
正
し
い
そ
う
で
す
！
！ 

     

鷺
浦
町
【さ
ぎ
う
ら
ち
ょ
う
】 

佐
木
島
＋

プ
ラ
ス

小
佐
木
島
＝
鷺
島
！ 

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
と
地
産
物 

三
原
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
二
十
五
分
、
風

光
明
媚
な
瀬
戸
内
に
浮
か
ぶ
二
つ
の
島
（
佐

木
島
と
小
佐
木
島
、
周
囲
十
二
㎞
と
三
㎞
）
、

が
鷺
島
で
す
。
鷺(

佐
木)

島
の
由
来
は
①
神

功
皇
后
が
近
く
を
通
航
中
、
白
鷺
の
一
群
が

飛
び
立
つ
の
を
見
て
鷺
鳥
の
お
る
島
と
い
う

意
味
か
ら
「鷺
島
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
②
幸
崎
古
名
帳
に
よ
る
と
「
佐
江
崎
よ

り
こ
の
島
を
見
渡
し
た
時
、
上
空
に
白
雲
が

湧
き
出
て
漂
う
よ
う
す
が
鳥
の
鷺
の
美
し
い

姿
に
似
て
い
た
こ
と
か
ら
、
鷺
の
浦
と
名
づ

け
ら
れ
た
。
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
「
鷺
」
に
つ
い
て
は
二
つ
の
説
が
あ
り
ま

す
。
鷺
浦
と
い
う
呼
び
名
は
、
明
治
五
年
（
１

８
７
２
）
豊
田
郡
鷺
浦
村
と
い
う
名
称
に
な

り
昭
和
三
十
一
年
（
１
９
５
６
）
に
三
原
市
鷺

浦
町
と
な
り
ま
し
た
。
以
前
は
塩
田
の
島
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
・
わ
け
ぎ
、
ス
イ
カ
、
メ
ロ
ン
等
が

島
に
元
気
を
与
え
て
い
ま
す
。 

 
     

 
 

八
幡
町
【
や
は
た
ち
ょ
う
】 

地
名
は
八
幡

や

は

た

！ 

神
社
は
八
幡

は
ち
ま
ん

！ 

多
く
の
文
化
財
の
あ
る
八
幡
町  

「
や
は
た
」
「
や
わ
た
」
ど
ち
ら
？ 

都
か
ら
大
宰
府
に
つ
な
が
る
古
代
山
陽
道

が
通
過
し
て
い
た
と
こ
ろ
と
い
え
ば
、
市
内
で

は
八
幡
、
高
坂
、
真
良
、
本
郷
町
下
北
方
で
、

八
幡
は
、
現
在
は
山
陽
自
動
車
道
三
原
・
久
井

イ
ン
タ
ー
も
あ
り
交
通
の
拠
点
と
し
て
の
地
域

で
あ
り
ま
す
。
古
墳
も
多
く
あ
り
、
奈
良
時
代
、

宝
亀
八
年
（
７
７
７
）
に
御
調
八
幡
宮
の
社
殿
が

建
て
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
往
時
に

は
神
官
な
ど
八
十
八
人
が
お
り
、
毎
年
都
か
ら

参
拝
に
来
て
お
ら
れ
「
二
位
谷
」
「
中
納
言
屋

敷
」な
ど
の
地
名
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
雄

大
な
規
模
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
ま
す
。

八
幡
町
は
「
や
は
た
」
か
「
や
わ
た
」
か
、
ど
ち
ら

が
正
し
い
読
み
方
か
？
毛
利
元
就
の
妹
は
「
や

わ
た
の
お
局
様
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
八
幡
庄
内
の
市
に
は
「
や
は
た
」
の
市
場
所

在
地
名
が
見
ら
れ
ま
す
。
ど
ち
ら
が
正
し
い
と

は
言
い
難
い
で
す
が
地
名
表
示
は
「
や
は
た
」
を

使
用
し
て
い
ま
す
。 

 

        

「
三
原
を
も
っ
と
知
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
三

原
の
歴
史
、
地
形
や
人
々
の
暮
ら
し
な
ど
か
ら

「
地
名
」
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
広
島
民

俗
学
会
理
事 

楪 

博
自
先
生
の
「
み
は
ら
み
て

あ
る
記
」
￤
町
名
考
＆
ふ
る
さ
と
歴
史
散
歩
￤

と
歴
史
民
俗
資
料
館
の
資
料
を
参
考
文
献
に

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

写
真
は
、
三
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
歴
史

民
俗
資
料
館
よ
り
。 

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

み
は
ら
地
名
由
来
学 

新
連
載
企
画 

磨崖和霊石地蔵 

 
 

 

 

 

 

御調八幡宮 

 

３３０年前の 
須波の波止 

 
  

   

 

 

 
 
だんじりの様子 

国重要文化財 
木造狛犬 １対

三 原 港 か ら

見 る 筆 影 山

と竜王山 

 
 
 
 

 
 
 
 

清 水 南 山

トライ 
アスロン大会 

豪雨の中、今
年も盛大に開
催されました 
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